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１．組織の概要

１） 名称及び代表者名
  葵ロール株式会社
  代表取締役　　泉　健二

２） 所在地
本　　　社 神奈川県伊勢原市鈴川２９番地

３）
責任者兼担当　 TEL：0463-97-3711

E-MAIL　y-kuroda@aoi-roll.co.jp

４）

住宅・非住宅向け金属製品の製造販売

５） 事業の規模
事業年度 ４月～３月

単位 2019年 2020年 2021年
百万円 847 730 803

人 48 48 49
㎡ 1,825 1,825 1,825

２．対象範囲（認証・登録範囲）

１） 対象組織 「１．２）所在地」欄に記載

２） 活動 「１．４）事業活動内容」欄に記載

３）  レポートの対象期間及び発行日 表紙に記載

１．組織の概要、対象範囲

売上高
従業員
延べ床面積

環境管理の責任者及び担当者連絡先
　開発営業部　部長　　黒田　悠

事業活動内容



　

　

開発営業部　部長　黒田　悠

環境経営システム実施体制図

代表者

代表取締役    泉　健二

環境管理責任者

EA２１事務局

担当 総務部総務課

安全衛生委員会

担当 安全衛生推進者

　・環境経営全体の取組状況を評価し、総括的見直し、必要な指示を行う。

総務部 生産部 開発営業部

役割、責任及び権限表

対象者 役割、責任・権限

従業員
　・環境経営目標、環境経営計画等に基づくEA21活動の実施

　・EA21活動に関する提案

　・環境管理責任者の補佐

　・取り組み内容を率先して取り組む

　・現場を統括してデーターを収集する

EA21事務局

　・関連法規の取りまとめ表の維持管理・遵守徹底

　・環境関連文書および記録の作成・整理・保管

　・環境活動の実績集計

　・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

２．実施体制

安全衛生委員会

　・環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画内容の部門内周知

　・部門内EA21活動の実施指揮及び部門内EA21活動結果のとりまとめ

　・問題点の是正処置、予防処置の実施

環境管理責任者

　・環境経営目標、環境経営計画の作成・承認及び社内周知

　・全社組織へのEA21活動実施の統括

　・EA21活動結果全体のとりまとめ承認及び代表者への報告

　・内外環境コミュニケーションへの対応

　・問題点の是正処置の統括

代表者

　・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

　・環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する。

　・効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する。

　・環境経営に必要な資源（人・もの・資金・情報）の用意する。



３．環境経営方針

ありたいと考え事業を展開、私たちが使用する原材料の多くは大地と自然から傍受しており

地球に与える環境負荷の軽減、継続的な環境保全活動に積極的に取り組みます。

基本理念に基づき、以下の環境経営方針を定め、環境負荷低減に向けて積極的に取り組みます。

２．事業所から発生する二酸化炭素・廃棄物・排水量・化学物質の削減に全員で取り組みます。

４．更なる省力化・省人化に取り組みます。

８．環境経営を推進するとともに、定期的な見直しを行い継続的改善に努めます。

　

６．事業活動に関わる全ての環境関連の法令に遵守します。

７．環境経営方針は、全員に周知するとともに、環境経営リポートにより公表します。

５．生産効率をアップさせ工数削減に取り組みます。

環 境 経 営 方 針

[　基本理念　]

「はじめは我が為に、やがては社会公共の為に」　常にお客様から信頼され続ける企業で

その豊かな自然を次世代へ継承する責任がある、その責任を果たすために

［環境経営方針］

1．常に環境への負荷を意識し、適正な処理を行います。

３．自らの製造する製品及び提供するサービスで不良件数の削減に取り組みます。

制定　２０２２年７月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葵　ロ　ー　ル　株　式　会　社

　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　　泉　健二



（2021年度）
2021年度3ヶ月

（7～9月）
2022年度

3ヶ月
2023 2024

売上高（万円） 80,261 18,695

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

228,583.00 54,557 0.546

kWh／年 kWh／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

3,788.18 991.54 2.32

L／年 L／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

2,308.84 495.33 2.58

L／年 L／3ヶ月

139,552 33,366

kg-CO2／年 kg-CO2／3ヶ月

- - 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

1.739 1.785

kg-CO2／万円 kg-CO2／万円

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

1,088.00 342.00

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

32,306.99 4,977.30

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 0.5 ％削減 基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 1.5 ％削減

218.00 62.00

㎥／年 ㎥／3ヶ月

基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減 基準値に対し 0 ％削減

3,673.93 840.38

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 1 件以上 基準値に対し 1 件以上 基準値に対し 5 件以上 基準値に対し 5 件以上

5 1

件/年 件/3ヶ月

※年度表記は当社の4月～3月の会計年度と同一期間を適用した。

5.00 5.00

件以上 件以上 件以上

作業効率の改善
・歩留まり改善
・品質改善
・生産性の向上

提案件数

1.001.00

件以上

4
化学物質使用量の維持

管理

化学物質使用量

840.38 3,673.93 3,673.93

kg／３ヶ月以下 kg／年以下 kg／年以下

3,673.93

kg／３ヶ月以下

3 水使用量の削減

水道使用量

61.69 215.82 214.73

㎥／３ヶ月以下 ㎥／年以下 ㎥／年以下

216.91

㎥／３ヶ月以下

1
二酸化炭
素排出量
の削減

kg／年以下

産業廃棄物排
出量の削減

廃棄物排出量

4,952.41 31,983.92 31,822.39

kg／３ヶ月以下 kg／年以下 kg／年以下

kg／３ヶ月以下

32,145.46

kg／３ヶ月以下

L／３ヶ月以下

138,854

kg-CO2／３ヶ月以下

1.730

kg-CO2／万円以下

1,082.56

227,440

kWh／３ヶ月以下

3,769.24

2
廃棄物排
出量の削

減

一般廃棄物
排出量
の削減

廃棄物排出量

340.29 1,077.12 1,071.68

kg／３ヶ月以下 kg／年以下

2,297.30

137,458

kg-CO2／３ヶ月以下 kg-CO2／年以下 kg-CO2／年以下

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万

円）

1.776 1.721 1.713

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円以下

CO2総量計

（kg-CO2）

33,200 138,156

kg-CO2／万円以下

225,154

kWh／３ヶ月以下 kWh／年以下 kWh／年以下

化石燃料
使用量
の削減

ガソリン使用量

986.58 3,750.30 3,731.36

L／３ヶ月以下

電力使用
量の削減

電力使用量

54,284 226,297

L／年以下 L／年以下

軽油使用量　

492.85 2,285.75 2,274.21

L／３ヶ月以下 L／年以下 L／年以下

L／３ヶ月以下

（7～
　9月）

年度 年度

原単位指標

4.環境経営目標

Ｎｏ
環境経営
方針項目

など

環境経営
目標項目

基準値

CO2
換算係数

年度目標

2022年度

5



責任部門

責任者

すぐに取り組めること

・環境管理責任者

黒田 （左記達成手段全て）

・安全衛生委員会

・EA21事務局

⑥ムダコピーの削減 ↓

⑦空調フィルターの清掃 全部署

中期 ⑧各部署横断印刷枚数削減活動

継続 ⑨ペーパーレス活動

⑩生産性向上による電力設備の使用時間低減

①停車時のアイドリングストップの励行 ・環境管理責任者

②急加速・急停車の防止 黒田

③法定速度を守った運転 ・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

④冷房の控え目使用 ・EA21事務局

⑤効率的な営業活動、納品、引き取り計画 ↓

⑥目的地までの最適ルートでの運行 開発営業部・業務物流課

・環境管理責任者

上記同様 黒田

・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

・EA21事務局

↓

業務物流課

（左記達成手段全て）

上記対象部署

・環境管理責任者

黒田 （左記達成手段全て）

③報告資料 A4、A3　１枚活動の推進 ・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

すぐに取り組めること ・環境管理責任者 （左記達成手段全て）

継続 黒田

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

（左記達成手段全て）

・環境管理責任者

黒田

・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

・EA21事務局

↓

全部署 （左記達成手段全て）

５．環境経営計画

2022年度 環境経営計画

2022年7月～2022年9月

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

①不使用箇所の消灯の徹底・表示付け・教育

②空調の適温化（夏26°以上　冬22°以下

③一部設備昼休憩時元電源OFF

④工場部分消灯の導入

⑪不良逓減活動による電力設備の使用時間低減

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

スケジュール

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

目標達成手段

⑤窓への断熱シートの貼り付け

CO2総量計

（kg-CO2）
33,200

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万

円）

1.776

2
廃棄物排
出量の削

減

1）一般廃棄物
排出量
の削減

①裏紙使用、裏紙なき場合は両面印刷推奨

②ムダコピーの削減（一人一人への意識付け）

④一般ごみの出し方ルールの再確認、再教育

2）産業廃棄物
排出量の削減

①産業廃棄物の対象物の再教育

②歩留まり向上と端材の有効活用

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める・表示付け・教育

②トイレ排水「大」「小」の使い分け

③極力二度流しNG

③３S活動の継続徹底

④不良率低減活動

5

作業効率の改善
・歩留まり改善
・品質改善
・生産性の向上

年度気づき改善活動の推進

4
化学物質使用量の維

持・管理

①適正維持の徹底



６.　環境経営目標の実績

（2021年度） （7～9月）

18,695

基準値に対し 0.5 ％削減

228,583 54,557 0.546

kWh／年 kWh／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減

3,788.18 991.54 2.32

L／年 L／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減

2,308.84 495.33 2.58

L／年 L／3ヶ月

139,552 33,366

kg-CO2／年 kg-CO3／3ヶ月

- - 基準値に対し 0.5 ％削減

1.739 1.785

kg-CO2／万円 kg-CO3／万円

基準値に対し 0.5 ％削減

1,088.00 342.00

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減

32,306.99 4,977.30

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 0.5 ％削減

218.00 62.00

㎥／年 ㎥／3ヶ月

基準値に対し 0 ％削減

3,673.93 840.38

kg／年 kg／3ヶ月

基準値に対し 1 件以上

5 1

件／年 件/3ヶ月

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

電力使用量

54,284 61,081

L／3ヶ月

L／3ヶ月以下

2022年度 環境経営目標の実績

L／3ヶ月

2）化石燃料
使用量
の削減

売上 21,426

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

基準値
CO2

換算係数

運用期間（2022年7月～9月）3ヶ月間

目　標 実　績 評　価

×

kWh／3ヶ月以下 kWh／3ヶ月

ガソリン使用量

986.58 920.26 〇

L／3ヶ月以下

軽油使用量　

492.85 748.27 ×

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万

円）

1.776 1.746 〇

kg-CO2／万円以下 kg-CO2／万円

CO2総量計

（kg-CO2）

33,200 37,416 ×

kg-CO2／3ヶ月以下 kg-CO2／3ヶ月

件以上 件/3ヶ月

化学物質使用量の維
持・管理

化学物質使用量

840.38 1,047.80 ×

kg／3ヶ月以下 kg／3ヶ月

水道使用量

61.69 67.00 ×

㎥／3ヶ月以下

×

kg／3ヶ月以下

1）一般廃棄物
排出量
の削減

1 〇

2
廃棄物排
出量の削

減

4

変更提案件数

1

3

㎥／3ヶ月

〇

kg／3ヶ月以下 kg／3ヶ月

2）産業廃棄物
排出量

廃棄物排出量

4,952.41 6,970.00

廃棄物排出量

340.29 161.00

kg／3ヶ月

作業効率の改善
・歩留まり改善
・品質改善
・生産性の向上

水使用量の削減



７.1　環境経営計画に基づき実施した取組内容
７.2　環境経営計画にの取組結果とその結果と評価及び次年度の取組内容

責任部門

責任者

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

①停車時アイドリングストップの励行 ・環境管理責任者

②急加速・急停車の防止 ・安全衛生委員会

③法定速度を守った運転 ・EA21事務局

④冷暖房の控え目使用 ↓

⑤効率的な営業活動・納品・引き取り計画 開発営業部

⑥目的地までの最適ルートでの運転 業務物流課

・環境管理責任者

上記同様 ・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

業務物流課

上記対象部署

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

・環境管理責任者

・安全衛生委員会

・EA21事務局

↓

全部署

・４F事務所の空調フィルターの

⑦空調フィルターの清掃

コメント及び次年度の
取り組み内容

①不使用箇所の消灯の徹底・表示付け・教育 ・グループ分けし8月に教育実施

×

注文量の増加により
設備稼働時間増。今
後の活動にて絶対値
ではなく率の管理の
導入と生産性向上検
討を平行して行う

②空調の適温化(夏26°以上　冬22°以下推奨） ・昼休憩時の一部設備元

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

目標達成手段 実施した取組内容 評価

③一部設備昼休憩時元電源OFFの導入 電源OFFを８月後半より実施

継続実施
CO2原単位

（ｋｇ-CO2/万円）
1.817

軽
油

×

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

〇

1）電力使用
量の削減

清掃を実施

・物流担当、営業担当へエコ

ドライブの教育を8月に実施

教育を通してまずは一人ひとり

がエコドライビングを実施する

ことから取り組んだ

・物流担当、営業担当へエコ

ドライブの教育を8月に実施

・工場部分消灯の導入

上記電力、化石燃料の取り組みを
行った。

自社便数増加に伴い
使用量も増加。教育
訓練を通したエコドラ
イブ１０の更なる浸透
と段積み積載等の改
善策の検討を行う

2
廃棄物排
出量の削

減

1）一般廃棄物
排出量
の削減

①裏紙使用、裏紙なき場合は両面印刷推奨

④不良率逓減活動

2）産業廃棄物排
出量の削減

①産業廃棄対象物の再教育

CO2総量計

（kg-CO2）
33,960

1
二酸化炭
素排出量
の削減

⑥ムダコピーの削減

④工場部分消灯の導入

⑤窓への断熱シートの貼り付け

５Sパトロールの継続
実施と更なる徹底を
行うと共に不良率逓
減活動の更なる深化
を進める

継続実施

②ムダコピーの削減（一人一人への意識付け）

③報告資料A4、A3　１枚活動の推奨

④一般ごみの出し方ルールの再確認・教育

〇一般ごみ出しルールに対する

・まずはムダコピー削減、

・グループ分けし8月に教育実施

・工場５S、パトロールの実施

・不良率逓減の為の月次データ

集計、対策の実施③３S活動の継続徹底

②歩留まり向上と端材の有効活用

意識改革から取り組んだ

×

一般使用のみの為、
更に節水意識を高め
る為の教育訓練を計
画する。

②トイレ大小の使い分け

4
化学物質使用量の維持

管理

①適正維持の徹底

適正維持の徹底 〇

・グループ分けし8月に教育実施

③極力２度流しNG

〇

×

〇

継続実施5

作業効率の改善
・歩留まり改善
・品質改善
・生産性の向上

年度気づき改善活動の推進

適正維持の継続

・作業改善活動という名の

小集団活動にて実行中

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める



責任部門

責任者

すぐに取り組めること

・環境管理責任者

黒田 （左記達成手段全て）

・安全衛生委員会

KWH ・EA21事務局

⑥ムダコピーの削減 ↓

⑦空調フィルターの清掃 全部署

中期 ⑧各部署横断印刷枚数削減活動

継続 ⑨ペーパーレス活動

⑩生産性向上による電力設備の使用時間低減

ガソリン使用量 ①停車時のアイドリングストップの励行 ・環境管理責任者

②急加速・急停車の防止 黒田

3,750.30 ③法定速度を守った運転 ・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

④冷房の控え目使用 ・EA21事務局

L ⑤効率的な営業活動、納品、引き取り計画 ↓

⑥目的地までの最適ルートでの運行 開発営業部・業務物流課

軽油使用量 ・環境管理責任者

上記同様に加え、 黒田

2,285.75 二段積みパレットの考案・実行 ・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

→　客先納品便数削減策の実行 ・EA21事務局

L ↓

業務物流課

141,324 （左記達成手段全て）

（kg-CO2） 上記対象部署

1.761

（kg-CO2）

一般廃棄物 ・環境管理責任者

排出量 黒田 （左記達成手段全て）

③報告資料 A4、A3　１枚活動の推進 ・安全衛生委員会

1,077.12 ・EA21事務局

↓

Kg 全部署

産業廃棄物 すぐに取り組めること ・環境管理責任者 （左記達成手段全て）

排出量 継続 黒田

・安全衛生委員会

31,983.92 ・EA21事務局

↓

Kg 全部署

水使用量 （左記達成手段全て）

215.82 ・環境管理責任者

㎥ 黒田

化学物質使用量 ・安全衛生委員会 （左記達成手段全て）

3,673.93 ・EA21事務局

Kg ↓

提案件数 全部署 （左記達成手段全て）

5

件以上/年

８．次年度の環境経営目標と環境経営計画

2023年度

Ｎｏ
環境経営
方針項目

環境経営
目標項目

環境経営目標 目標達成手段
スケジュール

2023年4月～2024年3月

2）化石燃料
使用量
の削減

ガ
ソ
リ
ン

軽
油

1
二酸化炭
素排出量
の削減

1）電力使用
量の削減

電力使用量 ①不使用箇所の消灯の徹底・表示付け・教育

②空調の適温化（夏26°以上　冬22°以下

226,297
③一部設備昼休憩時元電源OFF

④工場部分消灯の導入

⑤窓への断熱シートの貼り付け

環境管理責任者が

率先垂範し、現状の策を

より徹底し実行させる

⑪不良逓減活動による電力設備の使用時間低減

CO2総量計

（kg-CO2）

CO2原単位
（ｋｇ-CO2/万

円）

2
廃棄物排
出量の削

減

1）一般廃棄物
排出量
の削減

①裏紙使用、裏紙なき場合は両面印刷推奨

②ムダコピーの削減（一人一人への意識付け）

④一般ごみの出し方ルールの再確認、再教育

2）産業廃棄物
排出量の削減

①産業廃棄物の対象物の再教育

②歩留まり向上と端材の有効活用

③３S活動の継続徹底

④不良率低減活動

4
化学物質使用量の維

持・管理

①適正維持の徹底

3 水使用量の削減

①節水の意識を高める・表示付け・教育

②トイレ排水「大」「小」の使い分け

③極力二度流しNG

5

作業効率の改善
・歩留まり改善
・品質改善
・生産性の向上

作業改善活動の推進



９　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 並びに違反,訴訟等の有無

Ⅰ遵守義務のある法規関係

チェック日 結果
区分 環境関連法規等名称

遵守状況の確認・評価

廃棄物
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）（一般廃棄物の処理） 2022.7.13 ○

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）（産業廃棄物の適正処理） 2022.7.13 ○

資源循環
(リサイクル)

特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法） 2022.7.13 ○

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法） 2022.7.13 ○

使用済自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法） 2022.7.13 ○

大気汚染 フロン排出抑制法 2022.7.13 ○

消防 消防法（危険物関連） 2022.7.13 〇

労働安全
特定化学物質障害予防規則 2022.7.13 〇

有機溶剤中毒予防規則 2022.7.13 〇



見直し実施日 （　□定期見直し　■臨時見直し　）

見直し対象期間

出　席　者 泉　黒田　松村

【環境経営システムが有効に機能しているか】（①、③等を踏まえて評価）

【環境経営への取組が適切に実施されているか】（②等を踏まえて評価）

注）①定期的（少なくとも毎年1回）に実施すること。登録審査の場合は、臨時に行うこと。

　　②事業年度が終了したら、速やかに終了事業年度（登録審査の場合は登録の運用期間）の見直しをすること。
　　③事業内容の変更や重大な事故・不適合が生じた場合等の時は、臨時の見直しをすること。

注文量増加に伴い排出量も増加、今後の活動にて排出量の絶対値ではなく率を
重要視し、今後の活動にを見守る。

代表者による
見直し

変更の必要性
の有無・変更に
必要な具体的

指示事項

【環境経営方針】 変更の必要性　：　□有　　■無

現在の環境経営方針を維持する。

【環境経営目標及び環境経営計画】 変更の必要性　：　□有　　■無

現在の環境経営システムを維持する。

【総　　括】　(環境活動レポートに転記)

当社は環境に係る認証取得は初めての試み。運用期間が3か月と短期間とはいえ電気使用
量・化石燃料使用量、産業廃棄物排出量等、各項目の数値化によって、より従業員の意識が変
化していくものと思われる。今後はトップダウンでエコアクション２１を展開していくのではなく、事
務局・部門管理者が中心となって従業員の意見・提案を積極的に取り入れ広範囲に改善してい
く。

現在の環境経営目標及び環境経営計画を維持する。

【実施体制】 変更の必要性　：　□有　　■無

現在の実施体制を維持する。

【環境経営システム】 変更の必要性　：　□有　　■無

作業効率の改善 〇 〇
気づき提案活動、作業改善活動を今後も継続し、収益改善に結びつくよ
う見守る

基準月に対し運用月日の売り上げが増加していることもあり数値的には減少して
いない、また取り組み成果は表れていない。今後の活動を見守りたい。

廃棄物排出量の削減 × ×
注文量増加に伴い排出量も増加、今後の活動にて排出量の絶対値ではなく率を
重要視し、今後の活動にを見守る。

水使用量の削減 × ×
注文量増加に伴い排出量も増加、今後の活動にて排出量の絶対値ではなく率を
重要視し、今後の活動にを見守る。

化学物質使用量の管理 × ×

代表者による
評価

経営的観点

初年度で運用を始めてから4ヶ月程、従業員に周知徹底され、この重要性を理解し取り組まれているか、
まだまだ不十分なところはあるが、キックオフでエコアクションの認証取得すると宣言後、少しづつ従業
員のエコに対する『意識』が芽生え始めている。

目標項目
目標達
成状況

経営計画
実施状況

目標・経営計画実施状況の評価（達成の場合：目標設定方法や取組方法の問
題点、次年度の方向性　　未達の場合：原因の明確化、次年度の目標や対応策）

二酸化炭素排出の削
減

×

見直しに必要
な情報

①環境関連法規の遵守状況(環境関連法規等取りまとめ表兼遵守確認評価表による)

②環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況、その評価結果(環境経営計画兼実績書による）

③適用範囲、実施体制

×

2022年10月20日

2022年7月1日～2022年9月30日

場所　　本社　会議室

前回の見直し
記録より指示
への取組結果

-

10．代表者による全体評価と見直し・指示 

代表者による全体の評価と見直し
結果報告書


